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は　じ　め　に
　前回までバロック時代のロマソの考察を続けてきたが，今回はそれに続く啓
蒙主義時代のロマ：■の考察に移りたいと思う。
1．啓蒙主義の特質
　バ目ヅク時代に続く時代は，トイッ文学史上では通例啓蒙主義（Aufk1armg）
時代と呼ぱれており，フレンツェルのrドイツ文学史年代順見取図』によれ
ぱ，1720年から1785年までとされている。そしてゴットシェート（Joham
Chrlstoph　Gottsched）（170ト1766）に代表される1740年までの時期とレヅス
ィソグ（Go舳olb　Ephraim　Lessing）（1729－1781）に代表される1755年から
70年までの時期という二つの主要な段階に分げられるとされている。
　バロック時代の文化を特徴づげていたものは，さまざまな意味におげる分裂
（Zemssenheit）であった。信仰的には旧教と新教の分裂があり，杜会的には
貴族と庶民の分裂があり，また国家的には小国分立主義（K1einstaaterei）が
あった。そLてとりわけバロヅク人問の緊張状態を作りだしたものは，バロヅ
ク時代の項で述べたように現世逃避（We1t趾cht）と現世追及（We1tsucht），
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神（Gott）と悪魔（Teufel），天国（Himme1）と地獄（H611e），官能の喜び
（Sime㎡reude）と生命の不安（Lebensangst）との間の分裂であった。Lか
しながら啓蒙主義の人聞は，寛容の理念や，世界市民の思想や，万物を制御す
る理性のカヘの信仰によ’って分裂から歩み寄り，和解へと進むのである。
　人問は調和した幸福な平衡を求めて努力L　rこの地上で現在』（Hier　md
Nun）計画を練り，活動L，Lあわせになるのが少くとも自分の課題であると
するのである。このような現世信仰は，いいかえれぱバロック人間の上方およ
び下方に向けられていた垂直的な視点の方向から，r世界は広く大きく美Lい
のだ」という水平的な視点の方向への転換ということもできよう。
　このような意味においてバロック人聞と啓蒙人間とは対蹄的であ私パロッ
ク人聞の現実世界を体験する方法は，感覚的，衡動的，本能的，直観的であっ
た。従ろてバロック人問にとらては，現実世界はカオス，断片，たそカミれであ
り，測りがたいものであった。Lかしながら啓蒙人問は，理性（Rati05を用
いるために，洞察したり，展望したりすることが可能になり，秩序を暗示する
規則や法則が有効だと考えるのである。rわれわれが折れた骨や，動物の一片
の肉や，植物の引き裂いた一本の枝を見れぱ，そとからはただ無秩序がわれわ
れを待ち受けているだけである。このような断片を全体と結び付けて識別し，
その構造を理解する有能な解剖学者は，しかしそれらの断片の申め合目的性を
うらたうことができるであろう。われわれめ笹界をこついての半団断も同様であ
る」一（We伽’wirIeinem　zerbroch㎝en・Khochen，＾ein　St此k　F1eisch　v㎝
einem　Tiere　oder　eine血abg6fissenen　Zweig　von　einer　P飴nze　erb1icke立，
so　schaut　uns　daraむs血口r－Unor砒ung　e斌gegenプder　t並chtige　Anatom
dagegen，der　derartigε’S揃ck6mit　i㎞e㎞Ganz飢vert㎜ndεn’ken丘tund
seinen　BaHersteht，前iτd　diεZwec㎞独keit　h　ihnεn　zu　deuモeh
wissen．So　ist　es　auchΦit伽敏e加．Urtei1直ber’die　Welt）というライ
プニッツの言葉は，まさにこのことをいっているめであろう。
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　またバロック人聞は多かれ，一少かれ自己を客体として自覚し，拘束されたも
のとして運命や自分自身の衝動や本能にゆだねられているように感じていた。
いいかえれぱ，自分自身を罪業深い人閻（S直nder），神によって作られた被造
物（Kreatur）と見ていたのである。これに反Lて啓蒙人間の目覚めた自己意
識は，理性の発展につれて個人と個性の独自の価値を認めるようになり，精神
的存在としての人間はみずからを最高の被造物（die　Krone　der　Schδpfmg）
と自覚するようになったのである。イマーヌユール・ヵント（Imanuel　Kant）
（1724－1804）め『啓蒙とは何ぞや』（Was　ist　Anfk1射mg？）の中の有名な
言葉r啓蒙とはみずから招いて負った未成年の状態からの脱出である。未成年
というのは，他人の指導なしに自分の悟性を用いることができたいことであ
る。この未成年の状態は，もしその原因が悟性の不足にではなく，他人の指導
底しに悟性を用いる決心と勇気の不足にあるならぱみずから招いて負ったとい
うべきである。あえて洞察カをもて！一なんじ自身の悟性を用いる勇気をも
て1　というのがそれゆえ啓蒙主義のモヅトーなのである」（Aufk1arung1st
der　Ausgang　des　Mensche山㎜s挽inerもe1bstverschu1dεten　Unmむndig－
keit．Unm七ndigkeit　ist　das　Unvermδgen，sich　seines　Verstandes　ohne
Leitung　eines　anderen　zu　bedienen．　　SelbstYerschuldet　ist　diese
U㎜lundigkeit，wenn　die　Ursache　derselben　nicht　a㎜一Mange1des
Verstandes；sondem　der　EntschlieBung　und　des　lMutes　liegt，sich　seiner
ohne　Leitmg　eines　andem　zu　bedienenl　Sapere　aude！一Habe　Mut，
dich　deines　eigenen　Verstandes　zu　bξdienen！ist　a1so　der　WahlsprOch
der　Aufk瞳m聴．）は，この事実を裏書するものであろう。また啓蒙時代の代
表的作家の一人であるヴ｛一ラソト（Christo蝕M1aζtin　Wielmd）（1733一
工813）も，「啓蒙とは何ぞや」の答とレて「明と晴，光と闇の区別がどこにあ
るかを二つの見える目で竜って見分げることを学んだ人ならだれで竜，そのこ
とを知っている。暗闇の中では，全く何も見えないか，あるいは少くと毛物を
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本当に見分げるか，お互いに区別できるほどはっきりと見えないかのどちらか
である。光がもたらされると，物は明らかになり，見えるようになってお互い
に区別されるのである。Lかしな余らそのためには，二つのことが必然的に要
求される。一つは光が十分に存在することであり，二つにはその場で見るべき
人が，盲目でも黄だん性でもないこと，また何らかの他の原困によって見る能
力と見る意志がさまたげられていないことである」（Antwort：das　weiB
jedemam，der　vermitte1st　eines　Paares　sehender　AugeI1erkemen
ge1emt　hat，worin　der　Unterschied　zwischen　He11und　Dunkel，Licht
und　Fmsterms　besteht　I皿Dunkeln　sleht　man　entweder　gar　n1chts
oder　wenigstens　nicht　so　klar，daB　man　die　Gege皿s箇nde　recht　erken－
nen　und　Y0n　einander　unterscheiden　kann：soba1d　Licht　gebracht　wird，
klaren　s－ch　die　Sachen　auf，werden　s1chtbaエーund　konnen　von　emander
unter㏄hieden　werden；＿doch　wird　da刎［zweier1ei　mtwendig　edor－
dert：1．daB　Lid1t　genug　vorhanden　sei，und2．daB　diejenigen，welche
dabei　sehen　so11en，weder　blind　I1㏄h　gelbs首chtig■seien，mch　durch
irgend　eine　amdere　Ursache　ver触ndert　werden，sehen刎kδnnen　oder
sehen　zu　wo11en）と述べている。ω
　ところで啓蒙主義時代をヨーロッバの歴史の上で，どのように評価すべきで
あろうか。東ドイツで出版された『ドイツ文学注解集』（趾1autemngen　z虹
deutschen　Literatur）の『啓蒙主義』の分冊には，当然のこと汰がらマルキ
シズムの立場から次のように書かれている。
　　「啓蒙主義とは，哲学と文学の歴史セこおいて封建的絶対主義のイデオロギ
　ーの発展につれて封建的絶対主義自身が鋭く批判され，市民的イデオロギー
　によって敢って代られた時代であった。…　啓蒙主義は市民階級が封建主義
　に対して行った解放の戦いの基盤の上に生れた。それは市民章命のイデオロ
　ギー上での準備期閻であった。革命への途上で啓蒙主義は，貴族と封建制に
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縛りつげられた教会ならびに市民階級の解放と科学の発展の妨げになる封建
　的絶対主義のすべての制度を仮借なきまでに批判し，克服Lなけれぱならな
　かった。既存の状態を是認するあらゆる観念は，解放戦争の中で向上をめざ
　す市民階級の敵であった。
　　啓蒙主義は，人間の理性によるすべての教会のドグマの東縛からの解放，
　すべての迷信からの解放を意味L，またすべての権威の拘束，すべての後見
　役からの解放を意味していた。
　　啓蒙主義は浅簿な読弁であったろうか。否，断じてそうではなかった。啓
　蒙主義は人類杜会の発展におげる決定的な事件であった。古い手かせ足かせ
　はぬく・い去られ，新しい力強く台頭する階級，ブルジョアジーがその権利を
　要求しはじめた。このことは，ブルジョアジーが統一された国民国家におい
　て経済的な権力として展開しえた所，すなわちイギリスとフランスにおいて，
　も’っとも決定的な形で行われた。この時代の市民的思想家たちは，驚嘆すべ
　き勇気をもって，世界，国家，人間の杜会生活を，人間の内都から，I人間の
　悟性を用いて改善L，もはやいかなる天上の力にも頼るまいとする課題に立
　ち向ったのである。」
　このような唯物史観による階級闘争的な見方に対しては，夫いに異論もある
であろうが，理性を旗印として，杜会的にも，宗教的にも，’政治的にも寛容を
求める啓蒙主義の思想が，抑圧されていた少数民族（例えぱユダヤ人）の解放，
抑圧されていた階級（市民階級）の向上，国家的障壁の克服（世界市民の意味
において）を意味L，1776年のアメリカ独立宣言（Declaration　of　Independ－
ence）倒および1789年のフラソスにおげる「人問と市民の権利に関する宣言」｛副
（D6clarat1on　des　dr01ts　de　rhomme　et　du　c1toyen）の原動力になり，ひ
いては今日の人権思想の淵源になっていることは，西ドイツの．学者たちも認め
ている所である。働・
　ところで啓蒙主義を生み出Lた近代哲学の父ともいうべき人は，ルネ・テカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　493
5p　　　　　　　　　　　　早稲周商学第313号
ルト（Ren6Desga討es）（159ト1650）でありた。彼は懐疑を前提とすること
から出発しrこのようにすべてのものを虚偽と考えようと欲していた問にも，
そう考えてもr私』はξうしても何ものかでなげれぱならなかったということ
であった」（『方法序説』）というrわれ思う，ゆえにわれあり」（COgitO　ergO
sum）の原理によって，中按を支配Lていたスコラ哲学の支配を打破Lたので
ある。ハイソリヅヒ・ハイネ・（Heimich　Heine）（1797－1856）も，その著rド
イツの宗教と哲学との歴史のために』（Zur　Gesc耳ichte　der　Re1igion　und
PhilosOphie　in　Deutschland）（1834年）の中で，次のように述べている。
　　「哲学の自主性を確立したというほまれは，テカルトにあたえらるべきで
　ある。哲学はもはや，考えてもいいというおゆるしを神学から乞いもとめる
．必要はなく・なった。哲学は今や独立した学問として神学とたらび立つことが
　できるようになった」（Ren6Descartesgeb舳rtdieEhre，dieAutono血ie
　der　Philosophie　gesti｛tet　zu　haben；diese　brauchte　nicht　mehl＝die
　Er1aub口is　zuin　Denken　von　der　Theologie　zu　erbetteln　und　durfte
　sich　je倣als　se1bst釦dige　Wissenschaft　neben　dieselbe　hinste1len．）
　そLて啓蒙主義の成立の根源を求めれぽ，まずオランダの法学考フーゴー・
グローツイウス（Hugo　Grotius）（1583－1645）の自然法（Naturrecht）の学
説に行きつくであろう。直然法は初めて理性を審判老の位置に据え，キリスト
教のドグマと同じく慣習によって聖化されていたひとつの鏡定，つまりローマ
法を理性の下に置くことによって，啓蒙主義の精神運動全体に決定的な影響を
与えた。ついで同じくオラソダの哲学者スピノザ（Baruch　Spinoza）（1632－
1677）の一元論的な汎神論，r自然すたわち神」（Die　Natur　oder　Gott）とい
う考えによって自然を曜∵の原理として世界を説明しようとした。
　さらに17世紀の終り頃には，イギリスの市民杜会の中から，ロック（John
Locke）（1632－1704）の経験論が生れ，その著『人間悟性論』（Essay　con－
cemi㎎huma血血iderstand虹g）（1690年）によれぱ，．「心はいってみれぱ文
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　　　　　　　　　出フ’ラ・ラ甘字をまったく欠いた白　紙で，観念は少しもないと想定Lてみよう。どのよう
にして心は観念を具えるように注るのか。人聞の忙しく果てしない心想が心に
ほとんど限りなく多種多様に描いてきた，あの膨大な貯えを心はどこから得る
のか。これに対Lて，私は一藷で経験かちと答える。この経験に私たちのいっ
さいの知識は根底をもち，この経験からいっさいの知識は究極的に由来する」
としたのである。ロックは，ピューリタシ革命の動乱の中に育も，王政復古，
名誉革命と続く歴史め転変の申で，歴史という経験がた走演緯的に直理を語る
哲学ではなく，人聞が何を認譲できるのかという閥題を含む哲学を要求した。
とこにヨーロシパ大陸あ理性を絶対視する哲学に対Lて，経験が異なれぱ観念
竜異なるという経験を重視する哲学の系譜が登場したのである。ロックの経験
論は，ヒューム（Da柵Hime）（1711－76）によって，さらに進められ，I認識
の起源はもっぱら印象に求められ，『人性論』（Treatise　on　hu血an　nature）
（1739年）によれぱr人問とは，思いもつかぬ速さでつぎつぎと艦起し，絶え
ず変化しつづげるさまざまな知覚の東，あるいは集合にほかならぬ」とし，一
種の懐疑論に陥っている。
　一方フラ：■スの哲学者たちが選び出Lて師と仰いだのはジョソ・ロジクであ
った。彼こそフラソスの哲学老たちの求めていた救世主であった。・ロヅクの
Ir人聞悟性論』は彼らの福音書であった。．（Die　fゐnz6sischen　Philosophen
wah1旋n　John　Locke　zu　ihre皿Meister．Das　war　der　Heiland，dessen
sie　bed亡rften，Sein》Essay　cn　human．エmderstandinξ《’柳ar　ihr　Eva血ge－
1iuml）俺｝のであるふIフラソス啓蒙思想の先頭に立っていたのば，ヴォルテール
（Voltaire）止（I694－1778）であった。彼こそ学問と芸術の共和国の無冠の王と
もい・うべき存在で、フラソスのみたらず，全ヨーロヅパに与えた影響は測り知
れ肌・一ものがあ乱パリの公証人の末子として生れたヴォルテールは，1717年
には摂政を風刺する詩を書いたためにバスティーユヘ投獄されたり，．また25年
にも一貴族から侮辱を受け，棒でなぐられたあげくに童たもバスティーユヘ投
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獄の憂目をみたが，イギリス亡命を条件に釈放され，1726年から29年の3年間
イギリスに滞在し，イギリスの制度・習俗を観察L，帰国後『哲学書簡』
（Let位es　philosophiques）（1734年）を発表L，イギリスの習俗，文化，科学，
宗教を紹介しながらフランスの国情を風刺したために，たちまち発禁処分を受
げた。彼が1750年にプロシャの啓蒙君主フリードリヒ2世に招かれ，国王から
文芸の師と仰がれて4年閻をすごしたことは，周知の事実であるが，ヴォルテ
ールの功績のもっとも顕著在ものの一つは，r卑劣なものを粉砕せよ」（Ecrasez
l’infame！）　という合言葉にみられる宗教上の迷信や不寛容に対する攻撃であ
った。r哲学辞輿』（Dictiomaire　phi1osophique）（1764年）の中のr寛容と
は何か。それは人閻の特性であ孔われわれはみな弱さと過ちから作られてい
乱たがいに愚行を許しあおうではないか，これこそ自然の第一の法である」
（Qu’est－ce　que　la　to16rance？C’est1’apanage　de　l’humanit6，Nous　som一
平nes　t◎us　p6tris　de　faiblesses　et　d’erreurs；Pardonnons－nous　r6ciproque－
mentnossottises，c’estlapremiさre1oide1anature．）という言著は，狂
信と閾うヴォルテールの神髄を伝えるものであろう。
　フランス啓蒙主義の二番目の代表老はモンテスキュー（Char1es－Louis　de
Secondat，baron　de　La　Brさde　et　de　Montesquieu）（1685－1755）である。
彼ぱポルドー近くのラ・プレードの生れで，生家は代々ボルドーの高等法院の
法官であった。1708年にはボルドー大学での法律の勉強を終え弁護士となり，
パリ・に出て修業を積むかたわら，杜交界に出入するようになり，父や叔父の死
後は法院長の職を継いだ。そしてその合間をみて，しぱしぱパリヘ出かげ，サ
ロンの生活を楽しみ，その中から21年に匿名で『ペルシャ人の手紙』（Lettres
persa皿es）を発表した。これは二人のペルシ中人ユスベクとリカが政争のため
にペルシャを離れ，ヨーロッバヘやってきて，ヨーロヅパでの見聞や反応を友
人や召使に知ちせる書簡体小説の形を取っており，リチャードソンの『バミ
ラ』などイギリスの書簡体小説が紹介されるに従って，フランスにおげる書簡
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体小説の隆盛のきっかげになったものである。そしてそれとともにフラ：■スの
絶対王制にきびしい，気のきいた批判を加えた。その後26年には法院長の役職
を売り払い，28年からはヨーロッバ逓歴の旅に出発し，その中から48年にその
主著r法の精神』（De1’Eprit　des　lois）が生れ，三権分立と二院制議院を主
張し，その三権分立の原理がアメリカ合衆国憲法や大革命後のフランス憲法に
取り入れられたことはいうまでもない。
　さてヴォルテールや毛：■テスキューのような比較的古い世代の啓蒙家たちは，
政治的にも哲学的にもかなり穏建な見解をもっていたが，時代が進むにつれて，
イデオロギーの発展の主導権は，中流たいし小市民階級へと移っていった。ル
ソー（Jean　Jacques　Rousseau）（1712イ8）が正にその代表者である。ルソー
がジュネーヴのフラソス系時計麟人の子であり，母は出産が原因ですく・死亡し，
父親もけんかがもとでジュネーヴを去ったため，以後は家庭を知らずに成長
L，放浪生活を重ねたことは，広く知られた事実である。そして1753年に懸賞
論文に応募するかたちでr人閻不平等起源論』（Discourssurl’origine　de
1’in6galit6pami　les　ho工nmes），ついで『杜会契約論』（Du　Contrat　socia1）
（1762年），rエミール』（Emi1e　ou　de1’6ducation）（同年）などを発表し，文
明とこ棚こ伴う杜会の人為性が自然的な人問生活をゆがめ，杜会的不平等を助
げ，杜会悪をもたらLたことを指摘し，自然に帰ることを提唱L，そのために
教育論では知性でなく，情操尊重の教育を説き，また杜会思想では，契約によ
る新たな杜会によって不平等の是正を求めるたど，フラソス革命の予言着的役
割を演じたのである。
　ついで挙げられなげれぱな亭ないのは，いわゆる百科全書家（encyclop6dis－
tes）の人たち，ディドロ（Denis　Diderot）（1713－84）を中心とするダランベ
ール　（Jean　Le　Rond　d’Alembert（1717－83），エルヴェシウス（C1aude－
Adrien　HeIv6tius）（1715－71），ドルバック　（Paul　Thiry，b航on　d’Ho1bach
（1723－89），テユルゴ（Ame　Robert　T岨got）（1727－81）などである。この
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『百科全書』は，ディドロとダラソベールたよって編集が始あられたが，恩想
統制による妨害を受げたり，’百科全書家内部でもダランベールが編集から手を
引き，ルソーが敵対的立場へ移るなど粁余曲折を経て，72年に本文17巻；図版
11巻のr百科全集，あるじ・は諸科学・技術・工萎の合理的事奥』（Encyclopξdie，
ou　Dictiomaire　raisomξdes　sciences，des　arts6t　des．m6tiers）という
形でディド剛こよって完成された。この中には当時の革新的な世界観が科学な
らびに技術の広い分野に渡って集大成され，市民階級の患想的統一とアンシャ
ン・レジームに対する批判を促Lたのである。
　このようにしてオラソダに端を発した啓蒙思想は，イギリス、7ランスを経
てドイツヘと波及した。しかしながら18世紀の初めに強力で安定した市民階級
も，革命的な市民出身の知識階級ももたなかったドイツは，このようたヨーロ
ッパの文化的発展に加わることができなかったのである。それで毛1760年から
70年にかげては，すでに臭族魯家の域に達していた前記の国々に比べれぱ，ゆ
るやかではあったが，市民階級の経済力の成長が見られ，小国家に分裂し，㈹
それに付随する様々な障害一例えぱ関税境界，高い租税負担，劣悪な道路事
情など一があったにもかかおらず，商工業において徐々に市民階級の台頭が
みられるようになった。そして上昇する生藩水準は，文化的欲求の増犬をもた
らしたが，これは少数の商業都市にあてはまることであって，一農村地帯は地方
都市をも含めて，経済酌停滞と政治的立遅れの状況にあらた。従らてドイツの
啓蒙主義は，フランスのように政治的なものにはならず，ドイシの市民階級は
まず宮廷杜会とは無関係な領域，すなわち文化の領域と自分のものとして獲得
した。そして17遺紀の後半には希民階級の台頭とともに，ドイツでも市民階級
の意識分子の間には，」民族的統一や封建主義の専横に対する人身保護の要求や，
世界の科学的認識への努力が見られるようになった。ドイツにおいてr啓蒙主
義の父」（Vater　der　Aufk1缶mg）とみ恋されているのは，ザクセン出身の公
法学老ザームェール・プニフェソドルフ（Samue1恥‘endorf）（1632－1694プで
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ある。
　プーフェンドルフは，1667年にゼルナィーヌス‘ア・モンツァソバ」ノ
（Servinus　a　Monz痂bano）という筆名で出版Lたrドイツ帝国の状態たつ
いて』（Uber　den　Zustand　des　Deutschen　Reiches，De」statu　imperii
Germahci）の中セドイツ帝国の現状だ対して容赦なt・批判を加えた。例えぱ
人間の能力は出自によって決定されるのではなく，教育によって決定されると
L，貴族の特権は不当であるとした。彼め思想の源泉は，1繭述したオランダの
法学者クローツィウスで，グローツィウスは，絶対主義君主制の王権神授説
（Gottesghadentum）に対して，’その薯r戦争と平和の法について』（De　jure
bel1i　ac　pacis）’（1625）■の中で，自然法と杜会契約かちの魯家の発展の学説を
唱導した。（そしてこれが後世ルソーのr杜会契約論』≡にまって受け艦がれた
ことはいうまでもない。）
　次にドイヅにおける啓蒙主義の代表者とLて挙げらるべきは，ライプ三ヅツ
である、デらノ山トが近代哲学の父であることはすでに述べた所である余，今イ
プニッツもまたデカルトめ弟子ということができよう。ただrロックがデカル
トの唯物論的方向を追求したのに対して，ライプニッツは観念論的方向を追求
した」＝刊のである。一薮学春法学者チ政治家，神学者ジ物理学者，歴史家，哲
学者などの肩書をもつライプニッツは，ヰ世界は無数のモナ’ドからなり，’そナド
の問には位睦があり；最高の毛ナドは神であり；すべてめキナドめ間にぽ，’神
が前もって定めた予定調和（harmonie　pr66tab1ie）が支配しているとした。’
このようなオプティミスティクな世界観は，’珪性を人間行動め規範とし，理性
を正しく用いるヒとだよって人類め永続的港進歩を期待寺る啓蒙主義め特色セ
あって，ライプニッヅは後述寺るクリズティアソ・ヴォルフ（Christian　Wo推）
（1679二1754）’ヒ決定的た影響を与えたのである。
　もうひとりドイツ啓蒙主義の優れた教父の一人と数えられるのは，クリス≠
イアシ・ト㌻一ズィウス（Chrisrian・Tho㎞asius）（1655－1728）ゼある。彼
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は若きライプニッツがそのもとで学んだ学者を父としてライプツィヒで生れ，
同地で法律を学びドクター試験に合格した後，オーダー河畔のフランクフルト
ヘ行き，当地でまた後にはライプツィヒでグローツィウスやプーフェンドルフ
などの自然法を取り扱う講義を行った。トマーズィウスは君主の神権授与説に
対Lて，君主の権力は民衆によって賦与されていることを指摘し，封建領主か
ら言論の自由を要求した。しかしながら彼が最大の衝撃を与えることになった
のは，それまで普通であったラテソ語による講義をやめ，ドイツ語によって議
義を行ったことである。このようにLてドイツ語を学閏の世界に取りもどすこ
とによって，啓蒙思想の広い民衆への浸透への基礎を作ったのである。しかし
ながらこのような学間を神学的な保護のもとから解放しようとするトマーズィ
ウスの態度は，ライプツィヒ犬学の神学部の不興を買い，反逆罪の罪によりザ
クセソから追放され，1694年にはハレ大学の創設に加わり彼とヴォルフの活動
により，ハレ犬学は当時のもっとも近代的大学になった。もう一つ見逃すこと
のできないトマーズィウスの功績は，魔女狩りと拷間の廃止に対する戦いであ
る。新教徒も旧教もこの時代には依然として中世の迷信に基づいた魔女狩りを
やめてはいなかった。その場合処刑されたものの財産は没収されるので，金銭
欲がその動機になることもまれではなかった。16世紀と17世紀にも，このよう
な迷信に対して勇敢に戦いを挑んだ人々がいないではなかったが，トマーズィ
ウスに至づてはじめてこの恥ずべき行為に，真のとどめの一撃を与えることが
できたρである。
　さて以上あげたドイツ啓蒙主義の教父ともいうべき三人は，ライプニヅツと
トマーズィウスば学著の息子であり，ブーフェンドルフはルター派の牧師の息
子であったという具合に市民階級の出身であったが，残念なことにこれらの三
人の努カは，市民階級の間に犬きな支持やおびただしい反響を見出すには至ら
なかったのである。
　ドイツ啓蒙時代の代表的哲学者として，二世代以上にもわたってあがめたて
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まつられていたのは，．体系的で匁かったライプニッツの哲学を本格的な学間の
体系の中へ持ち込んだといわれているクリスティアソ・ヴォルフであった。ヴ
ォルフのほとんどすべての薯作ば，r人間の悟性の力についての理性的考察』
（Vem直nftige　Gedanken　von　den　Kr証ten　des　menschlichen　Verstandes）
（1712），『神と世界と人間の魂についての理性的考察』（Vemむnftige　Gedanken
v㎝Gott，der　We1t　und　der　Seele　des　Menschen）（1720），r幸福増進の
ための人聞の行いについての理性的考察』（1720）（Vemmft1ge　Gedanken
von　der　Menschen　Tun　und　Lassen　zur　Befδrdermg　ihfer　G1むckse1ig－
keit）（1720），『人間の杜会生活についての理性的考察J（Vemunftige　Gedan－
ken　von　dem　gese1lschaftlichen　Leben　der　Menschen）（1721），『自然の
作用についての理性的考察』（Vem色nftige　Gedanken　von　den　Wirkungen
der　Natnr）（1723），r自然物の目的についての理性的考察』（Vem池丘ge
Gedanken　von　den　Absicht㎝der　natMichen　Dinge）（1723）たど『理性
的考察』というタイトルがつげられ，論理学から形而上学，倫理学，政治学，
物理学まで多岐にわたっている。LかLながら実践的認識を目指したこれらの
理性的考察は，すべての実践から遊離Lて，考察をただ考察の中からのみ証明
する硬直した概念図式にとらへられていた。若きへ一ゲルはヴォルフについて
「ヴォルフは明証をもくろんでいた。しかし言葉による明証とは一体何であろ
うか。勝手気ままな定義，むかむかさせるほど繰り返される証明がその結果で
あることが余りにも多い。私ぱ，ヴォル7が明証よ多も，外面的な実りの豊か
さ，思想や論拠や命題の豊富花努めて欲しいと思った。一ただ形式にのみ、こだわ
れぱ，質料を失ってLまう。一・彼の犬低の命題や証明は，■空中を舞い，どれ
もが余りにもひんぱんに姿を冤わす妖精のようなものである。妖精たちは，本
来地上で生れた娘たちつまり地球の市民ではない。空気の精が地上を支配する
のは1きっとずっと先のことである」と書いているが，｛副ヴォルフの余りも形
式的で，スコラ哲学的な思考方法を全く適確に表現Lたものといえよう。
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　ヴ着ルフは，1723年に彼を敵視する同僚の教教たちの陰謀でハレ大学および
プロイセンから追放されたが，皇帝がフリー■ドリヒニ世に代ってから17丞0年に
ハレ犬学に復帰L；1754年に男爵の称号を残して死んだが，。死ぬまでその名声
を繰持した。■ヴォルフの功績としては，カソトも称讃したドイツ的徹底性
（deutsche　GrむndIichkeit）をドイツに普及させたこと，■伝統の束縛から人間
を解放し，それによって人間を因襲から解放する啓蒙主義の役割を果したこと，
哲掌で初めてドイツ語の言葉（deutsche　Termino1ogie）を用いてラテン語を
やめたことなどをあげるごとができる。ヴォルフに至っ一て初めてドイツでは，
哲学カミー部の人たちの特権ではな’く，杜会全体の問題とな＝り，深い意味を獲得
Lたのである。例たぱBewuBtsぬ（意識），Dreieck（三角），Selbst独digkeit
（独立），Durchmesser（直径），Beschaulichkeit（瞑想），Einheit（単位，統
一）などは；｛9〕、ヴォノレフによって初めて用いられたといわれ，それぞれCOn・
sclentユa，trlangulum，s1ユbstant1創1tas，dlametros，cont㎝1platlo，umtasと
いうラテン語をドイツ語化した略のである。　　㌧
　ここでわれわれは啓蒙主義あ頂点をなし，次の時代への出発点となった｝ン
’トに触れなけれぼならなし＝・。一カントほ172勾年に皮革業考め息手とLてプ・らイセ
ンのケーニヒベルクで生れ，生涯ケL二一ピスベルクを離れるととはな赤ったが，
カ■ント哲学の初期の時代は二つの時期を区別ずるととがそきち。最初の時期ぽ
17娼年から63牢までで，」圧倒的た自然稗学が優位を占め，三ユートンとライプ
ニッツの影響のも差にある。一・次の時期は1763年から70年童そで，ニュートンと
・ライプニヅヅとザ去ルフ哲学の影響に，ロックと特にヒームの影蜜が加わっそ
いる。ごσよ二うにカソトが自1然稗学から’出発したといダことは，大ぺ・に強調さる
べきごとである。なぜなら自然科学め方法で鍛えちれていたからとそ，’者李釣
方法の批判者だなりえ走からである。カントめ自然科学の薯作とLてもらムも
重婁なものは『天体の1般自然史おj：び理論，あるいはニュートンの諸原理に
従って論じた全世界穣造の溝成と機械論的起源についてあ試論』（Allge㎞eide
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Naturgeschichte　md　Theorie　des　Himme1s　oder　Versuch　Y0n　der
Verfassmg　und　dem　mechanischen　Urspru㎎des　ganzenWe1tgeb釦des，
nach　Newtonschen　Grundsatzen　abgehandelt）（1755年）である。この中
でカントは，㌧’ユートンの自然学の立場をとり，星雲状の物質から機械論的法
則によ．って太陽系が生成せられることを説いて，いわゆるrカ1■ト＝ラプラス
の星雲説」を提唱Lて近代におげる宇宙進化論の先駆老となったが，これは単
に自然科学上の新説の提唱というだけにとどまってはいない。カントは，ニュ
ートソ物理学を伝統的な形而上学的宇宙論の中へ取り入れ，人間は字宙におげ
る一存在者として位置づけられ，ニュートソの機械論的自然観は伝統的な有機
的目的論的自然観のうちに組み込まれた。この点では前述のライプニヅツとの
接点も見出すこともできるであろう。
　カント哲学の初期の二番目の時期，すなわち1763年から70年までの問の著作
としてはr自然神学および道徳の原理の判明性に関する研究』（Untersuchung
iiber　die　Deutlichkeit　der　Gmnd萌tze　der　na伽rlichen　Thさologid　und
der　Mbral）（1764年）と『形而上学の夢によっセ解I明された視霊者の夢』
（Tr釦me　eines　Geistersehers，e脳utert　durch　Tr施me　der　Metaphysik）
（1766年）がある。前着は1761年にベルリン科学アカデミーの懸賞論文（第一
席は通俗哲学者といわれるモーゼス・メ1■デル久ゾーソ）で，’後者はスウ三ニ
デンあ神秘思想家スヴェーデンボーリ（E血auue1Swedenborg）（1688＿1772）
の著書『神秘な天体Jに対するカンドの見解を示Lたもので，自然科学から論
理学と形而上学への決定的な移行が見られ，以後カソトの研究ぱ，■物質の理論
と自然史にではなく，人間繕神の理論と自然史に向けられたのである。
　カソトは，1755年に31歳でケーニヒスベルク大学の無給講師になったが，15
年を経て70年に400ターラ宇の年俸を得て46歳でついに哲学あ走教授ビなっ
た。その時の教授就任論文は，『感性界と可想界の形武と原理について』『（De
㎜mdi　sensibi1is　atque　intelIigibi1is　forma　et　principiis）（独訳Uber　die
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Fom　mddie　Phnzipien　der　er協baren　md　erkembaren　Welt）で，後
のr純粋理性批判』（Kritik　der　reinen　Vemunft）（1781年）の基盤になる
ものであった。カントはこの論文によって独断論でも，経験論でもない批判哲
学の遣を歩み始めるが，カソト独自の哲学体系が完成するには，なお10年の歳
月が必要で，レッスィングの死んだ年である1781年に至って初めてr純粋理性
批判』が公けにされ，これとともにハイネによれぱrドイツは哲学革命の道を
進むことになったのである。」カントの思想発展史の上では，通例『純粋理性
批判』以前の時代をr前批判期」，以後を「批判期」と呼んでいる。
　カソトはこの『純粋理性批判』によって当時のドイツの大学を支配していた
ヴォルフ流の独断論哲学を打ち砕いた。カント以前の哲学も人閻の認識の起源
について考えてきたが，r経験以前に，先験的に（a　priori）に，人間には観念
がそなわっている」という学説と，r人間は経験によって，後天的に（a　pos・
teriOri）にはじめて観念をえる」という学説と，二つの異った道を歩んだ。し
かしながら人間の認識能力の限界については，あまり研究されていなかった。
カソトの学説の核心は，われわれの感覚と悟性で把握できるような現象界は，
われわれの感覚と悟性を適合させることによって完全に決定される，従って物
の真の本質（ディング・アソ・ズィヒ）（das　Ding　an　sich）は認識すること
ができない，しかしながらわれわれの認識はそれだからといって決Lて無価値
であいまいであるということはなく，必然的で，われわれの本質とは引き離せ
ない事のであるということである。そしてこのようにカントは，人間の認識に
隈界があることを示すことによって，認識不可能な世界がわれわれの実践の対
象になり，1788年に第二の主著r実践理性批判』（Kritik　der　praktischen
Vermnft）が生れるのである。
　現象とLての世界は，時間と空間によって規定されており，そこからわれわ
れの悟性が導き出す規則，すなわち自然の困果律によって支配されている。し
かしながらもしわれわれが因果律によって行為するとするならぱ，あらゆる行
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為はその原因が存在する必然的放行為であるから，そこには真の意味の善も悪
も存在しえない。そこには必然的な行為だけが存在し；人聞の意志の入る余地
はない。従って現象とLての世界には自由はない。もしわれわれが自由意志に
従って行為するならば，この行為は自然の因果偉を越えた世界に属するもので
なけれぱならない。カントは，r実践理性批判』の第1部第1章第6節の課題
の注において具体的な例をあげて次のように述べている。ω
　　r諸君は，誰かが彼の肉欲の煩向性に関してこの傾向性は彼に気に入った
　対象とそのための好機会が現われるとLたならぱ，彼にとって全く反抗すべ
　からざるものであると申し立てると仮定してみよ。いま絞首台が，そこで彼
　がその好機会に出あう家の前に彼をそれにくくりつけることとするな’らぱ，
　そのとき彼は自分の傾向性を制御Lないであろうかどうか，われわれはその
　人が何と返答するであろうかを長く付度する必要はない。
　　しかるに彼につぎのように問うてみよ。もし彼の君侯が見かけ上の口実の
　もとで殺したいと思っているある正直な人物に不利になるような偽りの証言
　を果すことを彼に要求したとき，その際彼がいかに自分の生命への愛が夫き
　いとしても，その愛をよく克服しうると考えるかどうかと。彼は，彼がその
　ことをなすであろうか，なさないであろうかを確言することはおそらく敢え
　てLないであろう。Lかし肢がら，そのことが彼に可能であることを彼はち
　ゅうちょたく認容するに違いない。このように彼は，彼がある事をなすべき
　であることを自、覚Lているが峰えにこそ，それをなしうると判断し，そうし
　て自分のうちに自由を認識する。この自由は彼にとってそのほかに遣徳的法
　則が存在しないならぱ，知られないままのものである」
　そしてついで第7節で純粋実践理性の根本法則とLて有名な定言的命令
（kategorischer　Imperativ）rなんじの意志の格律が，常に同時に，普遍的法
則として妥当しうるように行動せよ」（Handle　nur　nach　derjenigen　M1axime，
d㎜ch　die　du　zugleich　woI1en　kannst，daB　sie　ein　a1lgemeines　Gesetz
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yerd巳）が掲げられるのである。このようにカ！トはすべての人間に同等の倫
理的要求を申し立てることによって，宗教的な偏見や封建釣な身分差別を破壊
し，真の意味の近代の自由の概念を確立したのである6
　カント自身は，政治的にはプ肩イセンの啓蒙的専制君主フリードリ’ツヒ大王
を尊敬し，犬ヨ三の死後王位を継いだフリードリッヒ・ヴィルヘルムニ世と思想
の自由に関して起きたrヴ耳ルナー事件」ωで沈黙を守ったが，このことはカ
ントの功績をそくことにはならない。カントは啓蒙主義を締めくくり，同時に
次の時代の哲学のみならず科学全般を発展させる出発点になったのである。以
上が精神的に見た啓蒙主義の特質であるが，ここでなお一言ロマンとの関係に
おいて，ドイツの敬度主義（Pietismus）一について触れておかねぱならない。
敬崖主義というのは，語源的にはpius＝frOmm（英piOus，仏pieux）’に由来
するもので，ほぽ1670年から1740年までにその最盛期を迎え，その後も引きつ
づき影響をもったドイツのプロテストタ’ソト教会内におげる宗教運動の一つで
ある。1555年のアウクスブルクの宗教和議によって，ルター派が承認されて以
来すでに150年近くを経て，18笹紀の初めにはルター派の正統信抑一（Ortho－
dOxie）の教葡こおいては，プルティーン・ルターやその弟子たちρ考えは全く
硬直化したものになっていた。それに対して敬度主義は，直接聖書へ近づくこ
とによる個人的た信心の高揚を求めたのである。神への道は，教条主義によっ
てではなく，神に満たされた魂を通Lて，実践的な心清的なキ’リ・スト教によっ
てえられるとするのである。このように，敬農主義は；啓蒙主義の合理主義と
は対立するが，正統信仰の拒否と寛容への要求においては，啓蒙主義と共通す
るものをもっている。　　　　　　」、　　　I　　　一　　・
敬崖主義の先触れとしては，ヨハソ・アルソト（Joham　Amdt）（1555－
1621）が挙げられる。アルソトは，ヴィッテンベルクとバーゼルで学業を終え
たのち．ブラウンシュ’ヴァィクで牧師を勤め，後に総監督になっ’た人で，『真
のキリスト教についての四つの書』（V1er　Bucher　Y0mwaI1ren　Chnstentum）
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（1605－09）の中で，宗教における感情の意味を強調Lたことで有名である。敬
塵主義の本来の創始者とされているのは，フィリヅプ・ヤーコプ・シュペーナ
ー（Phi1ipPJakobSpener）（1635－17ρ5）で，その主著r敬慶な願い，ある
いは福音教会の敬崖な改善への心からの願いJ（Pia　desideria　oder　herz1iches
Verlangen　nach　gottseliger　Besserung　der　evangelischen　Kirche）（1675
年）の中で，聖書にのっとった活動的なキリスト考σ生活を要求し，また1670
年以降は，7ラーンクフルトで信心サークルである敬度集会（cO11egia　pietatis）
によって宗教上の実践活動を行った。シュベーナーは1791年からはベルリンで
活動L，ハレ犬学の共同設立考になった。アウグスト・ヘルマン・■フランケ
（AugustHermamFrancke）（1663－1727）はライプツィヒ大学の教授であ
ったが，敬度主義的志向のためにルター派の人たちと衝突し，1968年以降はハ
シ犬学の教授となり，ツユベーナーの運動を受け継いで，ハレに貧困者救済施
設や孤児院を作りた。
　敬崖主義と関連して文学史上忘れることのできないのは，1シ’イシッェンドル
フ伯爵（Nikolaus　Ludwig　Graf　von　Zinzendorf）（1700－1760）である。ツ
ノンツェンドルフ伯は，法律と神学を学んだのち，1722年にメーレンから追放
されたブロテスタントの信者たちめために，上部ラウズィツのヘルソフート
（現在東独領）・にコ白一二一を作り，27年に正式に宗教団体として兄弟愛と相互
服従を基礎として同胞教会（Hermhdter　Br湿ergemeine）の設立者になっ
た。彼は極めて行動的な人問でユ732年には異教徒のもとでの布教を姶め一■北ア
メリカヘまで渡っている。著書としてはr讃美歌および愛唱歌集』（Sa㎜卿・
lmg　Geist・und　Lieb1icher　Lieder）（1725年）やrドイツ詩集』、（Teutsche
Gedichte）（1735年）など多くの詩集や宗教的薯作がある。
　キリスト教的愛の奉仕，特にヘルソフートからの愛の奉仕による敬産主義の
静かな幅広い影響は，啓蒙主義時代全体を通じて及んでいるが，次の時代のシ
ュトルムー・ウソト・．ドラ’ング時代に至って再び際立ち，’さらにその影響はゲー
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テ，ヘルダー，ペスタロヅツィ，シュライヤーマヅハーにまで至っている。敬
虞主義の文学的功績としては，文学における感清の解放と外界体験の内面化が
あげられるが，たえず自己反省を強いる態度が敬崖主義老を妄想者に仕立て上
げ，彼らに他の人びとよりはるかに越えた高みへと上がったかのように思い込
ませた。このようにたえず奨励されつづけたこの宗教的た心のかたまりは，や
がて自己欺購に，さらに意識Lて他の人びとを歎くことに変り，偽善を呼び起
したのである。プロテスタントの信仰を蘇生し結実させる一つの要素であった
敬度主義は，かくLてセンチメソタリスム（Empindsamkelt）に陥ったり，
独善的で硬直化した教義へと形骸化していった。イギリスの清教徒たちは，ク
ロムウェルによって全国家組織を変革し，ミールトソのような大詩人を生みだし
れ童たカトリック教会内都の問題であったがフランスのソヤソ・セニストた
ちは，絶対主義に不信感を抱き，個人の権利を強・く意識して近代精神の興隆に
夫きな寄与をし，バスカルの不滅の著作を生み出した。それに反Lてドイツの
敬崖主義は文学的には，ほとんどその痕跡を残Lていない。
　ドイツの敬慶主義の残Lた，たった一つの重要な文学作品は，ゴットフリー
ト．アルノルト（Gottfried　Amold）（1666－1714）の『無党派教会史ならびに
異教徒史』（Unparteiische　Kirchen－und　Ketzerhistorie）（1699－1715）であ
る。この本の中でアルノルトは，宗教の教会化をすべて信仰の歪曲と見倣し，
原始キリスト教に帰ることを示唆しながら，異端者こそ真理の証人であり，直
接的な悟りの担い手であるとしたのである。一時敬塵主義的な傾向を示Lたこ
とのある前記のクリスティアン・トマーズィウスは，この本を聖書以後の最良
の書と呼んでいる。
2．啓蒙時代のローマン
（a）ロビソソン風物語
まず最初に注目すべきものは，1720年にドイツで始まったrロビンソ1■風物
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語」（Robinsonaden）およびrえせロビソソン風物語（Pseudo－Robinsonaden）
の氾濫である。これらの物語は，読書界の話題に残らんがためにタイトルに新
Lい流行を取り入れているが，要するに古くからあった冒険および旅行ロマ！
である。1719年の春にロソドンで当時59歳であったダニエル・デッフォー
（D刎ial　Defoe）（ユ659－1731）の『ロビンソン・クル’ソニの生涯と冒険』
（The　Life　and　Strange　and　S肚prising　Adventures　of　Robinson　Cmsoe）
が出版された。この小説はアーレキサソダー・セルカーク（A1exander　Se1kirk）
という実在の人物がモデルだといわれているが，余りにも好評であったため，
同じ年にすぐ第二部rロピソソソ・クルーソーのその後の冒険』（The　Further
Adventures　of　Robins㎝Crusoe）を出版し，翌年『ロピンソン・クルーソ
ー反省録』（Serious　Renedtions　of　Robinson　Crusoe）が続いて出版され
た。rロビソソン・クルーソー』が最初に独訳されたのは，ロンドンで出版さ
一れた翌年の1720年のことであったが，売らんがための商業上の理由からrロビ
ソソソ・クルーソー』の名前を帯びたえせロビγソ：■・．クルーソー物語を除い
ても，ドイツでは次のような口、ビンソンの模作品が出版されている。．『ドイツ
の艀ビンソン、あるいはベルンハルト．・クロイツ』（Der　T㎝tsche・Robinson
Oder　Bemhard　Creutz）（1722年）、『ザクセンのロビンソγ』（Per艶chsi・
sche　Robinson）（1722年），f地上もっとも幸福に輝く島；・あるいは満ち足り
た国』（D1e　gluckseellgste　Insul　auf　der　gantzen　We1t　oder　das　Land
der　Zufriedenheit）（1723年），『スウェーデゾの貴族グスタフ，、ラ：／トク1白一
ンの奇妙底生涯と冒険旅行』（Gustav　Landcron，eines，Schwedischen
Edelmanne§，merc㎞diges　Lebe口卿d　gef独r1iche　Reis餉）（ユ724年），
『リューティオ氏の不可思議で，驚異の出来事』（Dエe　wmderbahre　md
erstaunes－w直rdige　Begebenheiten　Des　Hem1von　LYPIO）（1730年），
『航海老たち，特にザグセソ生れのニアルベルトゥス・ユーリ・タス．の奇妙な運
命』（Wmder1iche　FATA　einiger　See一脳href，abs㎝der1ich刈BERTI
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JUL皿，ehes　gebor㎝en　Sachsens〉（1731年）等である。これらのロビンソ
ン風物語は・風刺的な教訓物語や冒険物語や作り話風の旅行記など，内容も形
式も種々雑多で，これらの物語に特有なロマンの様式を論ずることは不可能で
ある。
　しかしながら，これらの回ビソソン風物語の中で伝統的な道具立ての内容に
新Lい転換をもたらし，ある意味ではより深い完成度を示L，今日でも読むに
値するとされているのは，ヨハソ・ゴットフリート・シュナーベル（Joham
Gottfried　Schna．be1）（1692－1752？）の『フェルゼンブルク島』（Die互nse1
Felsenburg）（1731年）である。シュナーベルは1762年11月7日に，牧師の息
子としてライプツィヒの北方にあるビッターフェルト近郊のザンダースドルフ
（現在は東」ドイツ領）で生れた。触年には両親とも死亡し，親戚によって育て
られ・1702年からは敬慶主義の本拠であったハレのラテソ語学校に通ったが，
この敬崖主義がシュナーベルの信仰心に決定的な影響を与えたことはいうまで
一も触・。このラテソ語を終えた後，多分ライプツィヒ大学の医師の講義と解剖
学の演習に参加したようである。rフェルゼンブルク島』の第2巻にある外科
医クラーマーの物語は，作老自身の経験が自伝的に語られている。シュナーベ
ル自身の証言によれぱ，1710年から12年までは，オーストリアの将軍オイゲー
ン公子（Prinz　Eugen）の軍隊でスペイン王位継承戦争（Spanischer　Erb－
fo1ge㎞ieg）（170H4）のオランダでの出兵に参加した。もっぱら軍医とし
て活躍したようである。そしてこの鎚征中にふたりの若いシュトルベルク伯爵
と知り合いになり，このふたりのあっ旋で1724年にはシュトルベルクのハルツ
の居域へ到着している。1712年から24年までの消息は不明である。シュトルベ
ルクでは，ツユナーベルは妻と3歳の子供と生活しており，屠城つきの理髪師
として市民権をえている。その後さらに4人の子供が生れたが，末子の誕生の
際に妻が死亡している。シュナーベルはついで宮廷および市の外科医に任命さ
れ，宮廷差配人の称号をえた。，しかしながら宮廷の生活様式は小さた領地にも
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かかわらず，とにかく出費が多く生活は楽ではなかった。そこでシュナーベル
は作家としてたとうと試み，rフェルゼンブルク島』の第1巻を書き終えた。
丁度その頃にシュナーベルは，伯爵から『シュトルベルク新奇世界物語集』．
（Sto1bergische　Sammlmg　Neuer㎜d　MerckwOrdiger　Welt－Gesc肚chte）
という政治的・文学的定期刊行物の発行を委託された。シュナーベルは最初は
週に一回，後には二回桑行されたこの刊行物の記事をひとりで書いたり，そあ
ために出版杜を作ったり，これに関違して書籍委託販売業をやったりしなげれ
ぱならなかった。この刊行物は一般のニュースや宮廷のニュースを知らせ，政
治や教会の秦件についての情報を与えたり，風変りな事件を伝えたり，書籍の
批評という形で学聞上の問題を敢り扱ったりした。クリストーフ・フリードリ
ッヒ・ツー・シュトルベルク＝シュトルベルク伯爵（GrafChristophFried－
rich　zu　Sto1berg－Sto1berg）の死後，1738年にはこの定期刊行物も，その発
行が不規則になり，41年には中止になった。そLて41年以後にシ；ナーベルは，
最終的にシュトルベルクを去っている。ハソス・マイヤーの推測によると，
r風流ロマソ」の項で述べた愛の冒険旅行の物語であるr愛の迷路をよろめき
歩く騎士』の発行がまづ聖職者からなる宗教界との見解の衝突をもたらし，つ
いでその訴えによって敬崖主義的で信心家ぶる傾向のあった伯爵家との衝突へ
導いたとされている。幽シュトルベルクから離れた後のシュナーベルの消息は
再び失われている。その後もシュナーベルの作品とされているものが二つ，三
つ出版されているが，注目すべきものはなく，1750年以後まも凌くLてシュナ
ーベルは死亡したと考えられているが，精確なことはこれまで判明していな
い。とにかく最後の作晶とされてるのはr月から落ち，その後しあわせの太陽
へよじ登った王子，あるいぱタリスティアン・アレクサソダー・ルナールスこ
とメーメト・キリルスとその息子フラソツィスクス・アレクサンダーの奇妙な物
語』（Der　aus　dem　Mond　ge制1ene　und　nachhef0z岨Some　des　G1iicks
gestiegene　Printz，oder　Sonderbare　Geschichte　Christi…㎜Alexanders
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LuI1aτi　alias　Meh㎜et　Kiri1i　und　dessen　Sohnes　Francisci　A1exander）
（1750牢）で，その発行元ぱ小さなハルツの出版杜ではなく，フランクフルト
とライプツィヒとされているので，シュナーベルの文学的および経済的な立場
は，晩年には改善されていたことが察せられる。この作品はヘンリー・フィー
ルディング（亘enryFielding）（1707－54）のr捨て子，トム・ジョーソズ物
語』（The　History　of　Tom　Jones，a　Fomdling）（1749年）以来人々の問で
有名になった捨て予をテーマとした模傲作である。シュナーベルがいつ，どこ
で死んだかは，これまでの研究では明らかではない。
　rフェルゼンブルク島』という著書の方が広く知られていて，その薯考が不
明であるということは現代では奇妙なことであるが，18世紀の読者の間では，
「ギザンダー」（Gisander）と自称していたこの作者を知ることに特別に熱心
ではなかったようである。『フェルゼンブルク島』は4部に分れ，1731年から
43年にかけて出版され，どの版もすぐに売り切れ，1731年から72年の閻に，全
都で26版以上の版を重ねれ18世紀の読書層は匿名で出版される本を見ること
には馴れていたであろうが，rフェルゼンブルク島』の場合は，第1部の初版
が出て以来，その作者の問題が明らかになるまでには，ほぽ一世紀半かかって
おり，この場合文学史家のアードルフ・シュテルン（Ado1f　Stem）が『歴史
文庫』の申で1880年に『フェルゼソブルク島の作家』（Der　Dichter　der　Insel
Fe1senburg）という研究を発表Lたことによってその著老間題が明白になっ
たのである。㈱
　さて今日一般に用いられている短いタイトル『フェルゼンブルク島』は，
1828年にルートヴィヒ・ティークが改作したときにつけたもので，本来のタイ
トルは次のような仰抑Lく長たらしいものであった。
　『何人かの航海者，とりわげザクセン生れのアルベルトゥス・ユーリウスの
風変りな運命。18歳の時に船出して，難破によって4人できびしい岩礁に投げ
出され，そこを切り抜けたのちうるわしき国土を発見し，そこで道連れの女性
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と結婚し，この繕婚から300人以上の家族を作り出L，国土を見事に開墾し，
奇遇によって驚嘆すべき財宝を集め，ドイツで見つけた友人たちを幸せにL・
1728年の終りに100歳になってもなお元気でかくLやくとして生活し。恐らく
現在もなお生きている次第が物語られる。アルベルトゥス・ユーリウスの兄弟
の曾孫ヱーパーハルト・ユーリゥス氏起草。好奇心の強い読考にはたぶん気持
が満足するように作られ，ギザソダーによって印刷に委託』（Wmderl二che
Fata　emlger　See－Fahrer，absonder11ch　Albertl　Ju11i，emes　geborenen
Sachens，Welcher　in　seinem18den　Jahre　zu　Schi伍e　gega㎎en，d岨ch
Sch1伍・Bruch　selb4te　an　eine　grausame　K11ppe　geworffen　worden，nach
derenむbersteigung　das　schδnste　Land　entdeckt，sich　daselbst　Init　seiner
Ge箆hrtin　verheyrat臭et，aus　so1cher　Ehe　eine　Fami1ie　von　mehr　als
300．　Seelen　erzeuget　das　Land　vortre血1ich　angebauet，durch　besondere
Z㎡註ue　erstaunes－w耐dige　Sc蝸tze　gesammelt，seine　in　Teutschland
ausgekundschaften　Freunde　gliicklich　gemacht，am　Ende　des1728sten
Jahres，a1s　in　seinem　Hunderten　Jahre，aunoch　frisch　und　gesund　gelebt，
und▽er㎜uth1ich　noch　zu　dato1ebt，entwo雌en　von　dessen　Bmders－
Sohnes・Sohnes・Sohne，Mo岨　Eberhart　Julio，Curieusen　Lesem　aber
zum　vermuthl1chen　Gemuths－Vergnugen　ausgefertiget，auch　par　Com－
mission　de㎜Dmcke此ergeben　von　Gisandem）ゲーテはr詩と真実』の
第1部の中で『フェルゼンブルク島』が『艀ビンソン・クルーソー』と並んで
当時の青少年達の愛読書であったことを記しているが，rロビンソソ』という
言葉が当時の人達にとづてどんな意味をもっていたかを，前述したrザクセソ
のロビンソン』の著著は次のように書いている。
　　　rロビソソソという言葉はしぱらく前からわれわれドイツ人の間では；以
　前フラソス語のアヴァソテユリェ（AYenturier）という言葉のもつている
　意味を帯びている。このアヴァンテユリエという言葉は，世界中であらゆる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　513
70　　　　　　　　　　　　早稲囲商学第313号
種類の異常なうまいチャンスや災難の試錬を受けた人問を示すものである。」
（D鵬Wort　Robinson　hat　seit　einiger　Zeit　bei㎜sTeutschenebendie
Bedeutmg　angenommen，die　sonst　das　franzδsische　Wort　Avei1turier
hat，welches　einen　Menschen　anzeiget，der　in　der　Welt　a1lerlei
　au胎rordentlichen　G1直cks－und　Ung蝸cksf身11en　unterworfen　gewesen一）
　従ってこのrフェルゼソブルク島』もこの線に沿った作品であることは確か
であるが，『ロビンソン・クルーソー』との相違点などについては，あとで触
れるとしてまずその大筋をたどってみよう。まず主なる物語は，本来の主人公
であるアルベルトゥス・ユーリウスの兄弟の曾孫である工一バーハルト・ユー
リウスによって一人称の形で物語られる。この世に生をうけた蒔刻に日蝕か月
蝕が現われると，生れた子供には特別な運命がつきまとう前兆であるといわれ
るが，工一バーハルトが1706年5月12日にこの世の光を初めて見たとき，大日
蝕が最高潮に達していた。工一バーハルトの父親は裕福な商人であったが，
1725年，母の死と父親の破産ののち，船長のヴォルフガングを通じてフェルゼ
ソブルク島のユートピア的なコミューニティの存在と，そのコミューニティの
97歳になる長老（Altvater）アルベルトゥス・ユーリウスが死ぬ前にドイツの
血縁考と直接会いたがっているということを耳にする。そこでかつての師であ
ったシュメルツァー，外科医のクラーマー，数学者のリッツベルク，家具職人
のラーデマ＝■などと一緒に，セソト・ヘレナ島（アフリカ犬陸の西約1900km
の火山島，ナポレオソの最期の地として有名）のほぼ南東にあり・どの海図に
も記されていないフェルゼソブルク島へ渡る決心をす乱そしてこの島でアル
ベルトゥスがその生涯をかれらに物語り，それによって本来の物語が始まるの
である。
　アルベルトゥス・ユーリウスは，1628年1月8日に，役人を父として生れた
が，父親が6歳の時に30年戦争にまきこまれて殺されたので，孤児とたり，親
切な聖職者によって育てられた。12歳の時に，その聖職老の親戚であるブラウ
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ソシュヴァイク地方のある長宮に気に入られ，わが予同様に教育されたが，色
事師の家庭教師のスキャソダルにまきこまれてこの家を抜げ出L，偶然出会っ
たオランダの貴族であるヴァ：■・レーヴェ：／に雇われ，その恋人のコンコルデ
ィア・ブリュールを誘拐する手助げをする。そして東印度へ向けて出帆するが，
喜望峰近くにきたとき，大暴風雨に襲われ，ユーリウスとヴァン・レーヴェソ
とコンコルディアの3人とフラソス人の船長であるルムリーだげが生き残って，
フェルゼソブルク島の浜へのがれる。ここで4人は船にある食糧を運んだり，
魚を釣ったり，島を探険Lてるるうちに極楽境を発見する。また偶然洞窟を見
付げ，ここにスペインの貴族ドγ・スィリー㍉デ・バラー口という人が1514
年にこの島にきて，1606年に死亡したことを知り，彼を手厚く葬り，残した財
宝を手に入れる。そうこうするうちに，ルムリーはよこしまな心を起し，コン
コルディアを自分のものにしようとしてヴァソ・レーヴユンを絶壁から突き落
して殺してしまう。ルムリーは，ヨソコルデーイアの部屋1に入■り込み，ベヅドに
無理矢理百こもぐり込もうとLたが，ユーリタスに殺される。．かくしてコソコル
デ4アとユーリウスのふたりだげが残されるが，コソコルディアはヴァン・レ
ーヴェソの娘を産むが，自分も熱病に冒される。しかしながらドソ・スィジー
ヨ・デ・バローラの残した記録を調べて，薬用植物から薬を作って再び元気に
なる。1648年ユーリウスが20歳の時に，1夫の死後1年2月してユーリウスの誠
実さに打たれたコンコルディアば・ユーリウスに求婚し，ふたりはrひとつに
なって，真心こめて助け合い，ここを安住の地と定め、一生涯この島にとどま
ろう」と決心する。その後漂着した人たちや子孫たち300人以上の人たちによ
って，このユートピア的世界が黄代から世代への拡犬され，独自りコロニー小
フェルゼソブルク（Kolonie　K1ein－Felsenburg）を作りあげ，　ドン・スィ
リーヨ・デ・バラー口の残Lた財宝をヨーロヅパとの交易に利用するのであ
る。
　第2巻以降は，このコロニー建設という本筋に，新しく島に漂着した人々，
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あるいはセント・ヘレナ島やヨーロッパから迎え入れられた人たちの身の上話
やざんげ話が挿入され，18世紀のヨーロッペの杜会状勢を反映したものとなっ
てい飢学生，職人“地方まわりの楽隊屋，錬金術師，偽金作り，ぱくち打ち，
詐歎師，乞食，1ジプシーなどが登場する間に，牧師館，修道院，貴族のやか
た，一般平民の家などと舞台は移動する。第2巻に出てくる外科医クラーマー
め身の上話は，前述したよラに作者自身の体験を利用したもののようで，時計
屋めプラーガーの運命もひ土っとLたらそうかも知れないとされているが，と
にかく少くとも第1部と第ゴ都には，その他め点でも生命の鼓動が感ぜられ
私しかしながら，100歳を越えて，常にルター派の信仰に安んじていたフェ
ルゼソブルク共和国あ長老がキリスト教のコミ三一ニティから去らて行く第3
巻に至ると，一モロヅコの乎ルタンのハレムヘわれわれをさそい込むことによっ
セ，シュナーベルの想像力の衰えを暴露している。’第4巻になるとシュナーベ
ル自身が認めているように「ただ印税のために」（mr　wegen　d＄Honora－
riu触S）書かれたものといってよく，一ベルシャの王女ミルザマンダの驚嘆すぺ
き物語や，ポノレトガル艦隊のフェルゼ：ノブルク島の包囲攻撃に際して，プェル
ゼンプルク島の女性たちをアマゾン女族のよう荏女戦士として登場させるなど
して，最初め2巻とは構成上もはや共通なものは何もなく，、ドイツの通俗ロマ
シの作者が18世紀の前半においてもなおどの段階に至るまで堕落しうるかを示
すものといってよかろ㌔シ三ナーベルの作品の改作を試みたティークは，’
「すでに爾親たちの問で天下周知の悪書を意味Lていたこの古いロピソソン風
物語，この長たらしい’こみいらた物語」に対する偏見に触れているが，同時に
すべての大衆向きの文学と同じように，歴史的にのみ適切に評価さるぺき有益
な時代の記録とみ次Lてい1る。一　一一
　さてデヅフォーの『1ゴビンソソ・クル＝ソーJ・とrブ土ルゼンブルク島』・に
共通Lたテーマは，難破によって孤島へ打ち上げられた点とユートピア国家の
間題である。この二うの点をめ’ぐって、一『ロビ…■ソソ・クノレーソー』を『プユ
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ルゼンブルク島』の関係についてはさまざまな議論がなされているが，フリェ
ッ・ブリュッゲマン（Fritz　Br血ggemanI1）が1914年にrユートピアとロピソ
ソン風物語』（UtopiemdRobinsonade）で明らかにした説がもっとも核心
をついているといえよう。ブリュッゲマソによれぱ，デヅフォーにとっては島
は押しつげられたr流諦の地」（豆x1l），r絶望の島」（Ver2we1触ungs－Ins阯），
r手のつけようもなく世の中から見捨てられた状態」（ein　trost1oser　weltver－
1assener　Zustand）であるが，この状態は不幸と自分の偶発的た使命について
の長い反省の後に結局宗教的に解決され，承認され，行為の上でも耐えられる
のである。一時的にはクルーソーの生活は，経済的に牧歌調的な形をとるが，
最後にはその文明化した荒涼の地をきっぱりと捨てる。クルーソーは35年も国
外にあってイギリスヘもどるが，9年後の1694年にはまたもや海外渡航熱にう
かされ，甥の船で東インド諸島やブラジルヘ渡り，途中で白分の残してきた島
の植民地を訪ねるが，その動機はもっぱら自分の留守の間に起きているかも知
れない経済的および杜会的状勢についての実際的な関心であ飢Lかしたがら
シュナーヘルにとっては，島のそチーフは，宮廷的貴族的陰謀や好色および術
策家の遠慮会釈のないごまかLを拒否し軽蔑する敬崖主義的な市民杜会，すな
わち「実直者たちめ避難所」（Asy1der　Redlichen）になっているのである。
物語の途中で挿入されている島のコロニーぺ新Lく受け入れた人達の身の上話
毛，陰険な好策や詐歎と暴力行為にみちみちたヨーロジパの暗い杜会状勢を反
映しており，善意に満ちた人たちはそこから難を逃れてフェノレゼンブルク島へ
避難するのである。ブリュツゲマンによれぱ「シュナーベルはその賦マンにお
いて，新しい杜会的な生活感情によってささえられたコミューニティの姿を描
いているが，このたくらみから解放された新しい市民的世界は，シュナーベル
白身にとって竜1731年にはまだあまりにも時代に合わず，’ありそうに・もないよ
うに思われたので，彼はいわぱ手←トぜアとLて遠く沖合の大洋の中の島の中
に出現させるのである。」幽
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　換言すれぱ，『ロビ■ンソソ・クルFソー』と’『フェルゼソブルク島』との相
違は，当時のイギリスとドイツの杜会状勢の相蓬を映し出したものといえよ
う。デヅフォー自身の生活は，幸せものとはいえず，多方面からの迫害を受げ
たが，自分の祖国がうまくいっていることを承知している。彼は現存する杜会
との見込みのない決裂は知らず，飽きることを知らない活動と休みない瞬聞の
利用を知るだげである。イギリス人のロビンソソは，そのどうにもならない孤
独の中でも，一つの小世界を作っており，発明から発明へと取りかかり，その
後イギリス人とスベイソ人の水夫たちが伸闇に加ったときも，法律と罰則をも
った独自の新しい共同体を建設L，この中で自分の故国にはない宗教的寛容の
理想を実現しようと試みる。しかしながら彼がそのために現実の世界を放棄
L，現実よりも静かな牧歌駒世界を選ぶ感傷的な傾向はどこにも存在Lない。
彼はチャンスが与えられれぱ，喜んで故郷へもどるのである。
　LかLながらドイツのロビソソン模倣作は全く別である。．当時のドイツの市
民的芸術家は，領邦国家の小さなせせましい状況だげを常に観察の基礎として
用いることができただけである。ドイツの芸術家は，杜会的エネルギーの動き
を極めて小さな空間で表現するか一この場合は必然的に風刺の形式を必要と
する一もっと広く引きのぱされた描写に十分な生命の空気をえるために，．拡
大化のための外面的な要素を加えて行くのどちらかを選ぱなけれぱなら底かっ
た。後考の場合には，冒険物語の壬チーフ，エキゾティズム，工一ト。ピブ物語
の三つの要素が現われ，この三つの要素がドイツのロビンソン風物語の新Lい
タイプに集まり合っているのである。
　（b）市民的教訓的セソチメソタルロ吋ン
　さて全ヨーロヅバ的には，啓蒙主義の時代は市民階級と市民階級の絶対主義
の対決の時代ということができよう。そしてその前面にイギリスとフラソスが
あったことは既に述べた所である。小国家に分裂の状態にあったドイツでは，
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市民的要素はその政治的および経済的な発展においては極めて制隈されたもの
であった。しかしたがらさまざ堂な窓口を通じて，英仏両国の精神的影響はド
イツにも及んできたのであ乱東西貿易と出版業の申心地であった豊かな商業
都市ライプツィヒは，ゲーテによつて「小パリ」（Kle1n・Parls）と呼ぱれるま
でに発達していたL，ベルリンの啓蒙主義たちは，フランス指向であった。イ
ギリスに向って開かれていた港町のハソブルクや人的同君違合，いわゆる君合
国（Personalunion）に土って繕ぱれていたハノーヴァーの選帝倹国にあるゲ
ッティソゲン大学と，信仰的にも政治的にも宗教改革以来イギリスに近いスイ
スは，イギリス思想の積み替え地になっていた。そしてそのハンブルクを経由
Lてフリーメーソンが1737年にぼイギリスからドイツに入り，市民的・啓蒙主
義的理想をもったその結杜は，急速に有力なものになり，その集会では階級の
障壁は敢り払われ，多くの宮廷を味方にして1738年にはフリーぶリ，ツヒ大王も
その会員になったほどである。このようにして徐々にドイツにおいても，市民
階級はあらゆる障害を越えて，経済的，特に文化的な力を獲得するようになっ
た。バロック時代に対Lて，ドイツ文学に市民階級出身の作家の占める割合は
増大し，とりわげ新教の牧師館が才能ある人たちの訓育の場であることが示
された。　ゴットシェート　（工C　Gottsched）（1700－66），　ボードマー（工J．
Bodmer）（1698－1783），ゲラート（C．R　Gellert）（1715－69），レッスィ：／グ
（G　E　Lessmg），ヴィーラソト，リヒテソヘルク（G　C　Lichtenberg），クラ
ウデイウス（M．Claudius）（1？丑0－1815），ビュルガー（G．A．B肚ger），レン
ッ（J．M．R－Lenz）（1751－92）など，その例をあげれぱ枚挙にいと童がない。
　牧師の息子とならんで多いのば，学問的に上位にある層の出身者，例えぱク
ロッブシュトック（R　G．KloPstock）（1724」1803），ラーヴァター　（工K．
Lavater）（1741－1801），都市の上層都の出身者，例えぱブロッケス（且H．
Brockes）（1680－1747），ハラー（A．▽．…Hal1er）（1708－1777），ハrゲドルソ
（Rγ正Iagedom）（1708－17弘）などである。貴族出身の人たち，例えぱクラ
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イスト（E．C．丁㎜eist）（1715－59），ゲルステソベルク（H．W．又Gerstenberg）
（1737－1823），シュトルベルク兄弟（Grafen　Sto1berg）などいるが，小市民階
級や農民階級の出身老はいない。
　このよう次出身階層の間題よりもさらに重要なものは，これらの作家たちの
市民的な心の持ち方である。バロック時代には，宮廷が趣味の養成の場であ
り，宮廷が作家の保護考となり，文学の対象である大きな世界の見解を伝える
のである。それに反して啓蒙主義は階級的な上流人士には頼らず，教養の優れ
た人たち，素朴で取るに足らたい人たちの問でも見出しうる心情の優れた人た
ちをたのみとするのである。たしかにクロヅブシュトヅクが1751年に年金を受
けてデンマークの宮廷へ，またヴィーラントが1772年にワィマールの宮廷へ赴
いてはいるが，詩人と宮廷との関係はバロック時代とは根本的に変化している。
詩人は宮廷でもはや自分の生活と芸術の理想を受けとるのではなく，高い自意
識をもった新しい市民的志向の伝道考および予言考として登場サるのである。
　そして市民階級および精神的解放の向上につれて，また桂俗的文化，文学的
な読み物に対する需要も増犬する。1740年にはドイツの書物生産において宗教
的教化の書物の占める割合は19劣で，文学書の割合は5．8劣にすぎなかった。
しかしながら1800年にぱ，その比率は逆転するか，あるいはそれ以上になって
いる。ゲーテの友人でもあった作家ユソグ昌シュティリング（J，H．Jung－
Sti11ing）（174ト1817）は，小学校教師の息子であったが，子供の時代の読物
はまだドイツの民衆本に隈られていれLかしながら歴史家として，またナポ
レオソに対する愛国的歌謡の作家として有名であったアルソト（E－M．Amdt）
（17694860）の両親は農奴の身分であったが，聖書と並んで『若きヴェルテル
の悩み』（1774年発行）をもっていた。図書館や読書クラブがいたるところで
数を伸ぱし，徐々に文学的世論というようたものが成立するようになった。㈲
　かくしてユ740牢代になると，市民的教訓的啓蒙主義ロマンの発生がドイツで
も見られるようになった。その先鞭をつげたのは，’ゲーテの親戚でもあったヨ
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ハン・ミヒャェル・フオソ・レーン（JohannMichaelv．Loen）（1694－1776）
のr官廷の正直著，あるいはリベーラ伯爵の出来事』（Der　Redliche　Mam
am　Hofe，oder　die　Begebenheiten　d6s　Grafens　von　Rivera）（1740年）で
ある。この作品についてはゲーテはそのr詩と真実』の中で次のように書いて
いる。
　　rほとんど直接に会ったことはないが，ヨハソ・ミヒャエル・フォソ・レ
　ーンは，以前には文壇でもフラソクフルトでもかなりの名声をえていれ
　　・・宮廷や国家の事情に通じ，新貴族に列せられ，教会内や国家内に起った
　さまざまな運動に身を投ずる勇気をもったことによって，名を成した人であ
　る。彼はrリベーラの伯爵』という教訓小説を書いたが，それどんな内容の
　ものかは，『宮廷の正直者』という傍題によ■っても明らかである。この作が好
　評だったのは，これまで抜目危さだけがのさぱっていた宮廷にも，道義の必
　要を力説したことによるので，こうして彼はこの作によって世の喝采と名声
　を博した。それに反し，第二の作は彼にとって危険なものにたることになっ
　た。彼は『唯一の真の宗教』（Die　einzige　wahre　Religion）という本を書
　いたが，これはとくにルター派とカルヴィソ派とのあいだに寛容の精神を健
　そうという意図をもったものであった。この点に関L，フォ：■・レーソは神
　学着と論争になり……そこから生じた色々な不快なことが起り，それが動機
　で著者は，フリードリヒニ世が提供したリンゲ：／のある長宮の地位を受げる
　ことサこなった」
　レーンはフランクフルト・アム・マイソに生れ，ハレで法律を勉強したのち，
1716年から24年まで南ドイツ，ヴィーン，シュ’レジァ、ベルリン，北ドイツ，
オラソダ，パリ，スイスそして最後に上部イタリアヘと修業の旅を続げ，30歳
の時に7ランクフルトに定住し，前記の二つの著作のほか，ラ・ブルユイエー
ル（JeandeLaBmyさre）（1645－g6）の『カラクテール』（LesCaractさres）
（1688年）に範を取った『現実に基づいて描かれた道徳的描写』（Mora1ische
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Schi1dereien，nach　dem　Leben　gezeichnet）を書いている。
　さてr宮廷の正直者』というロマンは，一人の人問の徳が宮廷的雰囲気の中
でもしっかりと持ちこたえられるぱかりでなく，宮廷をも改造することを証明
するような大筋になっている。最初モンテラス伯爵夫人に対する恋愛で王と張
り合い，Lっと心から王によって投獄され，戦争に駆り出されたリベーラ伯爵
は，その節操のある態度と誠実さによって，王を肉体的にも精神的にも立ちな
おらせるぱかりでなく，外国で得た経験に基づいた着想に動かされた色々な改
革へと王をそそのかすのである。しかしながら数多くの実例の話が組み込まれ
ていて，筋の通った全体よりも，個々に見本として描かれている事件の方が重
要な役割を演じている。レーンはこのロマソに対する批判に対して，プロテス
タントの地方監督尤った人にあてて「経験に関していえぱ，経験を最良の教師
というのももっともなことですひ実例ほど人を動かL，確信させるものはほか
にありませ仙その場合全部が真実である必要はありませんo真実らしくあ
れぱ十分で，しかも生き生きと人を動かすやり方で表現されていれぱよいので
すσ私の本は，ロマン以上のものを含んでいます。つまり今日の世界の現実に
基づいて描かれた描写を含んでいます。材料は犬低は，真実で個々の出来事か
ら作られています」と述べているが，陣これこそまさに市民的教訓的センチメ
ンタルロマンの主要な基準といってよいであろ㌔1レーンのリベーラの伯爵の
出来事についての物語は，気ま重に作り出されたものではなく，実際に経験さ
れたもの，ロマン以上のものを志しているのである。
　さてこのような市民的教訓的センチメンタルロマンにさらに摘車をかげたの
は，英国小説の父と称せられているサミュエル・リチャードソン（Samue1
㎜chardson）（1689－1761）の3部作『バミラ，淑徳の酬い』（Pamela：0r
▽irtueRewarded）（1740年），『クラリヅサ・ハーロウ』（Clarissa亘arlowe）
（1747年）rサー・チャールズ・グランディソソ』（The邸story　of　Sir　Charles
Grandison）（1753年）であることはいうまでもない。リチャードソソは，イ
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ングラソド中部のダーピシアの指物師の息子として生れ，17歳で印刷屋の徒弟
となり，主人の三女マーサと結婚，印刷業と出版業を営み，書簡文百選式のも
のを書き集めているうちに，51歳の時にあわれな娘の話を一篇の書簡体とLて
まとめて出版したのがrパミラ』であ乱この3作のうち最高傑作とされ，書
簡体文体の上でも円熟しているとされているのは，道徳酌でLとやかなために
苦労を重ねるクラリッサと，彼女を歎く蕩児であるラヴレースの悲しい運命を
描いた『クラリッサ・ハーロー』とされ，最後の作『サー・チャールズ・グラ
ソディソソ』は失敗作とされ，作考の力の衰えを示すものとされている。これ
に反してrパミラ』は・下層階級出身の娘パミラが田舎の地主B家の女主人に
小問使として仕えていたが，主人の死後息子の阜氏に誘惑される，しかし彼女
のモラルは正式の結婚以外の方湊でB氏の愛を受け入れることを許さない。B
氏はバミラの意志をかえさせるために，さまざまな策をめぐらすが，パミラが
初志を貫くので，B氏もついに彼女の徳の堅さに打たれ正式の結繕を承藷す
る。下層階級の女と緕婚したことに反感を抱いていたB家の親類も，パミラの
心の優しさと謙遜な態度にその態度を改め，パミラは令夫人になっても利口に
ふるまうので，人々から尊敬され，夫B氏の愛を失うことも底かったという物
語で，き然とLた態度と高潔校心は窮極的には立派な結婚によって報われると
いう市民的教訓的センチメンタル目マソの奥型といってよいであろう。
　さてリ．チャードソンの3部作ばrバミラ』が1742年に，『クラリッサ丑が
1748年に，rグランディソ：／』が1754年にそれぞれ独訳され，それぞれ版を重
ねて当時の文掌批評の代表考たちに大いに推賞され，熱狂的に賛美された⑪例
えぱゲラートは，rバミラJを読んで生涯でもっとも注目すぺき数時問を泣き
ながらすごしたと告白し，次のようた言葉でリチャードソソをほめたたえてい
る。
　　彼の作った作昆は，時代を超えたものになるだろう。その作品は，自然，
　当代の趣味，宗教である。
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　ホーマーは不滅だが，キリスト教徒ではイギリス人リチャードソソは，さら
　に不減の存在だ。
　（Die　Werke，die　er　schuf，wird　keine　Zeit▽em世st肌Sie　sindNat虹，
　Gesch㎜ack，ReIigio11．
　Unsterblich　ist　Homer，unsterblicher　bei　Christen　Der　Brite　Richard－
　S0工）
　さらにヴィーラソトは，『クラリッサ』を戯曲化することを試みたし，’レヅ
スィングは，その『グラソディソン』についての批評の中で，「リチャーソド
ソソの傑作は，この種のすべてのほかの本から読者を当然奪いとることになる
だろう」と称賛し，ヘルダーはリチャードソソのロマソカざ18世紀の70年代に至
るまで黄金時代と晃いえる歓迎を受げたことを述べている。ω
　そしてゲラートのロマン『スウ’ヱーデ1／のG伯爵夫人の生涯』（Das　Leben
dbr　schwedischen　Gr独nα（1746年）は，当瞭とし七は国際的な注目と評
価を受けたごく少数のドイツの目マンの一つで，フラソス語や英語にも訳され，
ドイツセも数多くの版を重ねた道徳的家族ロマソである。クリスティアン・フ
ユルヒテゴット・ゲラート（ChristianFむrchtegottGellert）は，Christian
とか，胱rchtegottくF直rchte　Gott！（神を恐れよ）とかいう名前からの察せ
られるように，小さなザクセソの村二・イニヒエンの牧師の子として生れ，ライ
プツィヒ大学の神学都で4年間勉強Lたのち，生活の場として牧師の職をえよ
う士する努力が失敢L，家庭教師として生活の資をえなけれぱならなかった。
1741年にライプツィヒ夫学での勉学を再び始め，17独年に寓話についての論文
によって哲学部の無給の犬学講師になり，同時に最初の『寓話と物語』（Fabe1n
und　E磁hlunge皿）を薙誌『悟性と機智の桑しみのための薪寄与』（Neue
Beit摘ge　zlm　Verg舳gen　des　Verstandes　md　Witzes）の中に発表Lた。
51年には助教授に任命きれたが，晩年は病気や精神的不調におおわれ，必ずし
も恵童れたものではなかった。
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　さてこのロマ1■の大筋を辿ってみよう。未亡人になったG伯爵夫人は老年に
なって自分の一生を回顧Lて，その生涯の物語を一人称ロマソ（Ich－Ro㎜an）
の形で物語るのである。
　第1都では・バルト沿岸地方の貴族の出身で，当然のこととして宗教と美徳
の中で育てられた僧爵夫人は，ユ6歳の時にスウェーデンの陸軍大佐であるG伯
爵と結婚する。彼女の美Lさは宮廷では一般に賛嘆の的になる。彼女に欲情を
おぽえた術策にたげたS王子が彼女の愛を求めるが，拒否される。そこで伯爵
はスウェーデソ・ポーラソド戦争の一番危険た部署へ派遣され，行方不明にな
る。伯爵は別れの手紙の中で妻にいそいで友人のRと一緒にオラソダヘ逃げる
ように警告Lたので，夫人はRとオランダヘ逃げる。やがてRに対する夫人の
感謝と友情の気持が愛に変り，そうこうするうちに伯爵の死も公式に宣言され
たので，二人は結婚する。Lかしながらその後しぱらくして死んだと思われて
いた伯爵が不意にシベリヤの補虜生活から戻ってくる。ここで困難な状況が発
生Lたが，ふたりの男性のどちらも相手のために夫人をあきらめようとLたと
き，夫人は再び伯爵夫人となることをきめるのである。しかしつかの問の夫で
あったRも家族の友人とLて一繕に生活し，その上伯爵の前の恋人であったカ
ロリーネも，この共同生活受け入れられるのである。彼らの共同生活は，啓蒙
主義的な幸福論の表現といえよう。第2部では，伯爵の手紙や物語が伯爵がイ
ギリス人のスティーリと共にしたロシアにおげる捕虜であった苦難の時につい
て報告する。あるロツアの総督の妻であったコザヅクの少女と高貴のポーラソ
ドのユダヤ人が二人の捕虜の面倒をみてくれたのである。伯爵夫婦はイギリス
で，かれらの波潤にみちた運命のそもそもの張本人であるS王子と出会う。S
王子は今度は後悔していることを示すので，G伯爵は王子と和解する。その後
閻もなくして，伯爵は死亡し，王子はあらためて伯爵夫人に求婚するが，再び
拒絶される。彼女は，Rを夫として認める。Rも死ぬと，伯爵夫人は，静かな
未亡人の生活にもどるのである。そしてこのような主筋に対して，全くの他人
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として知り合い結婚してしまう兄妹夫婦のカールソンとマリアンネの悲劇を取
り扱ったわき遣の筋がからんでいる。ロマソの主要人物たちの自制心や落ち着
きに対して，ここでは主観的な情熱の激Lさが現われており，この点において
すでに次の時代一シュトルム・ウント・ドラソグーの新しい人間のタイプ
を告知している。一方複雑きわまりたい筋立て，余計な付随人物，スウェーデ
ン，北ドイツ，オランダ，イギリスからもモスクワ，シベリアに至るまでの登
場場面さまざまた事件一戦争，二重結婚，兄妹結婚，王子の陰謀，近親相
姦，恋愛のもつれなど一バロック・ロマソを思わせる面も残っている。Lか
しながら当時とLては全く前衛的な心理学的な問題提起と独特な市民的な思想
と趣味の叙述によって，ドイツのロマン史上において新機軸を打ち立てたもの
といえよう。
　さて18世紀の市民的教訓的センチメンタルロマンでは『バミラ』『クラリッ
サ』『G伯爵夫人』など，美徳の女性が物語の中心を占めている。フランス文
学史上では，すでに17世紀にスキュテリー嬢（Made1eme　de　Scud6ry）（1607－
1701）、セヴィニェ夫人（Madame　de　S6vign6）（162ト96），ラ・ファィェヅ
ト夫人（comtesse　de　La　Fayette）などの閨秀作家を輩出Lているが，ドイ■
ツ文学吏上最初の閨秀作家とされるのは，ゴヅトシェート夫人（Luise　Adel－
grmde▽1ktor1e　Gottsched，9eh　Kulmus）（1713イ2）で，夫の恩想の推進
者・普及者でもあったが，モリエールの喜劇を翻訳したり，ポープやアディヅ
ソンを独訳したり，みずからr遺言』（Das　Test；ment）（1745年）などの喜
劇を書いている。リチャードソソやゲラートは，女性に優雅でありのままの手
紙を書く高度な能力があることを認めていたL，書簡体ロマンの流行していた
18世紀には，女性は注目すべき地位をしめていた。
　そこでもう一人リチャードソンの影響を受げた作品として挙げられるべきも
のは，ドイツにおげる最初の閨秀ロマン作家とされるゾフィー・フォソ・ラ・
ロッユ（Sophie　Y0n　La　Roche，geb．Guterm独n）（1731－1807）の『フォソ．
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シュテルソハイム嬢物語』（Geschichte　des　Fr邑uleins　von　Stemhei㎜）
（1771年）である。女性が作家として登場することができたということは，市
民階級の解放の度合が進んだごとを示すもので，当時女流作家を中傷する試み
もなされたのである。女性にロマンを書く能力があるとは信じられていなかっ
たし・実際の著者をヴィーラ：／トとするものもいたのである。ラ・ロシュは，
新教徒の医師の娘とLて生れたが，彼女自身はカトリックの洗礼をうげてい
る。一時ヴィーラントの家に寄宿し，若き目のヴィーラントの初恋の対象とな
り，まだ学生だったヴィーラソトは，当時はまだゾフィー・グーターマンであ
った彼女に教訓詩をささげている。1754年にマイソツ選帝侯国の宮中顧間官
ラ・ロシュと結婚した。彼女の嬢のマクスィミリアーネが一時ゲーテの心をひ
いたこと，またロマン派のクレーメンス・ブレ：■ターの祖母であることもよく
知られている。
　まずその大筋を見てみよう。父親の陸軍大佐フォソ・シュテルンハイムの所
有地で・念入りた教育を受げ，何一つ不自由のない環境で育った主人公のゾフ
ィーは，9歳の時に母を失い，10年後には父親も死亡する。名誉欲の強いおぱ
は，孤兜となった賢くて愛らしいゾフィーを宮廷で君侯の側女にしようとする
が，ゾフィーの低抗に会い挫折する。けれどもゾフィーは，陰謀にまきこまれ，
単純次無知によって宮廷にいたセイモー卿の好意を取り逃してLまう。得体の
知れない色事師であるダービー蝋は，品行方正な崇拝者の役を演じるやり方を
知っていて，偽者の牧師を使って結婚することによって未熟なゾフィーを自分
の方へ縛り付けることに成功する。わずか数週間この不似合いの失婦は，一繕
に生活するが，やがてダービーは彼女を捨て，イギリスヘ行く。ゾフィーは，
名前を変えてある使用人たちの通う学校で貧しい人たちを教え，偶然レディ・
サプーズと知り合いになり，彼女の招待でその所有地のサマーホールヘ旅行し，
そこで隣家の邸宅の主人であるリッチ聰に誠実な崇拝者を見出す。しかしなが
らまもなく遇去の暗い陰が幸せな生活を曇らせる。その間にレデグサマーズ
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のめいと結婚Lていたダービーが，音のスキャンダルがあぱかれるのを恐れ
て，ゾフィーをまずスコヅトランドの鉛鉱山へさそい，いうことをきかったゾ
フィーを死にゆだねるべく投獄す私しかしながらその後重病になったダービ
ーは，良心の苛責に堪えかね，リッチ卿に事実を告白する。そこでリッチ卿は，
音の崇拝考であった腹違いの兄弟であるセイモー卿と一緒に行方不明のゾフィ
ーをさがしに出発し，忠実な召使によって救われたゾフィーが生きているのを
発見する。お互いに対する友情から，リヅチとセイモーは，ゾ7イーへの愛の
実現を断念しようとするが，とどのつまりゾフィーは，セイそ一卿の妻となり，
模範的な妻となり，またのちに母となるのであ孔
　rフォソ・シュテルンハイム嬢物語』は，形式的にも，内容的にもリチャー
ドソソの書簡体目マンに依拠Lている。手紙が作晶の構造を規定している点で
は同じであるが，ただ時々物語の部分がさしはさまれている。ストーリーは，
紋切り型のモチーフ，例えぱ苦境に陥った孤児，誘惑，悪意に満ちた陰謀など
を用い，偶然が事件の進行にまだ大きな役割を演じてるが，栓格描写には新し
い色調もみられる。また政治の中心となる宮廷が道徳的腐敗のとりでとLて非
難され，無為にすごす宮廷人に対して，女性の杜会的義務が対置されるなど新
しいテーマも告知されている。そして啓蒙時代の作品にふさわしく著者は，こ
の作晶において教育的効果を意図Lている。すなわち受げるいわれの肌・すべ
ての不幸の中で，ゾフィー・フォソ・シュテルンハイムは，r徳性と手ぎわよ
さ」（Tugend　md　Gesch1ck11chke1ten）が理性にかなった生活態度に至る
「唯一の真の幸福」（das　ei曲ge　wa㎞e　G1廿ck）を意味しているという経験
をしなけれぱならないのである。ω
　このrフォン・シュテルンハイム嬢物語』は，ヴィーラントの序文をつけて
出版きれ，犬いに読者に歓迎され，15年間に5版を重ね，フラソス語，英語，
オラ：／ダ語にも訳された。ヘルダーやゲーテに特に喝采をもって迎え入れられ
たことはよく知られており，ヘルダーは，友人であるメルクにあてて「あなた
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がrシュテルハイム嬢』の薯者について，私におっLやられることは，すべて
私にとっては本当の福音です」と書き，またゲーテは1772年の2月14目にrフ
ランクフルト学芸報知』（Frankfurter　Ge1ehrten　Anze1gen）の中で「皆さ
んは一冊の本を論評しているとお考えにたったら，聞違っています。その本は，
人問の魂そのものなのです」という批評文も書いている。⑱
　さて1764年にドイツでは，ヴィーラントの『熱狂に対する白然の勝利，また
はロサルバのドン・スィルビォの冒険』（Der　Sieg　der　Nat皿廿ber　die
Schw註merei，oderdieAbenteuerdesDonSylviovonRosalva）が，続
いて66年にはrアーガトン物語』（Geschichte　des　Agaton）が出版された。
そしてここにおいて啓蒙主義の目マンは，その頂点に達するのであるが，ヴィ
ーラントについては，次の機会に譲りたいと思う。
注（1）αM．Wieland：Was　ist　Aufk1虹mg～（Wieland　Lesebuch，Inse1Taschen・
　　buch）によるo
（2）アメリカの独立宣言（1776年7月4目）には，次のようなくだりがある。We
　　hold　these　truths　to　be　seH－evident，that　a11　men　are　created　equa1，t11at
　　they砥e　endowed　by　their　Creator　with　certai口㎜alienab1e　Rights，that
　　among　these　are　Life，Libe竹y　and　the　pursuit　of　Happiness、
　（3）　この宣言の中には，次のようなくだりがある。
　　　article　premier（第一条）Les　hom㎜es　naissent　et　demeurent　libres　et6gaux
　　en　d1＝oits；les　distinctions　s⑪cia1es　ne　peuマentεtre｛ond6es　que　s一コr　l’uti1呈t6
　　COm㎜une・（人間は生れながらにして自由であり，権利において平等であり，いっ
　　までも変ることはない。杜会的差別は，共通の利益に基づいたときのみ可能であ
　　る）
　　　a村ic1e　II（第二条）Leもut　de　toute　association　politique　est1aconse耐ation
　　des，droits　nat岨els　et　i㎜prescriptib1es　de　l’h㎜nme．Ces　droits　sont：1a
　　libert6，1a　propIi6t6，1a　s也re亡6et　la　r6sistance註ropPressio血　（すべての政治
　　的緒合の目的は，人間の生衆の侵すべからず諸権利の保持である。それらの権剰は，
　　自由，所有，安全と圧制に対する低抗である）
　（4）例えぼHermam　Glaser，Jako1〕Lehmam，Amo　Lubos　共薯の『ドイツ文掌
　　の道程』（Wege　der　deu廠hen　Literat岨）1文「人間の理想像を実現させる外的状
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　況を作り出そうとする試みは，アメリカ独立戦争ならびにフラソス革命へと導い
　た。この二つの出来事は，啓蒙主義の努力の成果として評価されなげれば底らな
　い」と述べている。
（5）　H．Heine：Z11r　Geschichte　der　Religion　und　Philosophie　in　Deutschland
　（I口sel　Vα1ag版ハイネ全集第4巻所収）。
（6）18世紀においてドイツが分裂していた国家の数は，300から360までと一定しな
　い。国家形態の中には，4分の1あるいは4分の1平方マイルしかない領土もあっ
　たし，1000人の人口しかないブーハウや，1600人の人口しかたいポヅブフィソゲソ
　のような帝国直属自由都市もあったので，何を国家とみなすかについて，その範囲
　が明確でないからである。Er1乞utermgen　zur　klassisc㎞n　deutschen　Literat1ユr
　のAufk1虹mgの巻による。
（7）　ハイネ前掲書o
（8）Er1葛1ユtemnge皿z匝klassischen　deutschen　LitαaturのAufk1amngの巻に
　よる。
（9）佐野一彦：『ゲーテ前後』黎明書房。
⑩　カソト全集第7巻　理想杜版。
ω　フリードリヒ大王の死後，後を継いだフリードリヒ・ヴィルヘルムニ世によって
　宰相に任ぜられたヴェルナーは，言論の自由を抑える方策を進め，カソトの書『単
　なる理性の限界内の宗教』が使用禁止になった。当時71歳のカソトは，これに対し
　てひたすら沈黙を守った事件をいう。
⑫　Deutsche　Dichter　des1τJa虹hunde耐s：J・G㌧Schnabelの項による。
鱒同書百
⑭　Dieter　Kimpe1：Der　Ro血an　der　Aufk1虹un答
⑮　Gerhard　Kaiser：Gescl1ichte　der　deutschen　Litera加r　von　der　A－ifk1虹ung
　bis　zum　St1■rm　md　Drang1730－1785．
⑯　Dieter　Kempe1前掲書。
⑰　同上。
⑱同上。
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